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 モジャコすくい網

 薩南海域のモジャコ(ブリの稚

 魚)は3-6月に流れ藻の陰につ

 いている。モジャコの群を藻と一

 諸にすくし網に入れ込んで漁獲す

 る。12月にハマチとして消費者の

 口に入る。早く人工種苗でまかな

 える時代を期待する。
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 漁村加工と浜じまん作り

 近年特産品開発による村作り運動が全国的

 なムードのなかで展開され,本県でも地域振

 興を旗印し口寸じまん作りが本格化しつつあ

 る。

 水産物利用による浜作りの認識も高まり漁

 協等による加工施設拡充が進められる一方,

 漁村婦人部による製品作りの気運がもりあが

 り,普及員さん遠の音頭取りでいろいろの試

 みがなされている。

 このような背景のなかで漁村加工をどのよ

 うに位置づけるかとなると神々問題が多い。

 本来漁村加工は漁民生活と密着したものであ

 るべきで,目指す処は前浜資源の活用であり,

 漁獲物利用拡大による漁業収益性の向上にあ

 机処で地場産品開発はひとり食品に限るも

 のではないが,ここではr応食品作りについ

 て考えてみたい。

 食品はもともと,その地域で生産される農

 水産物を地域の生活様式あるいは風土に合せ

 て作られたものであり,それが長い歴史のな

 かで独特の地域食品として定着したものが多

 い。殊に水産物は地域で漁種が異なる,時期,

 場所によって大きさ,味が異なるため漁村に

 よって利用法が違うのも当然であろう。従が

 って地域産物としてどのように特徴づけるか

 が特産品作りの要点と云えよう。

 漁村加工には本格的な工場設備により行わ

 れるものと,単に共同作業場を利用した庭先

 加工的なものとに分られ,前者は広域商科と

 して大量生産を行うものであり,後者は手作

 り特産品的な地域商科として生産するもので,

 後者が即ち浜じまん作りの基盤といえる。

 そこで婦人部活動として水産加工を進める

 上で必要な2.3の点について考えてみたい。

 1.組織作り

 単なる思いっきでは永続きせず定着化も望

 めない。先っ組織作りが先決で,しっかりし

 た開発グループを組織し,そのなかでどのよ

 うな製品作りをどう云う形で進めるかを充分

 討議し,実行できる態勢作りが求められる。

 2.製品作りの進め方
 1)手作業的生産方式で:人夫雇傭型(r般

 加工場)ではできないような製品,即ち事

 業収益がグループ員の賃金として還元され

 る形でできる物,背伸びをせず身の丈に合

 った製品作りが求められる。

 2)前浜資源活用と在来製品の見直し:これ

 まで見捨てられるか買いたたかれている原

 料で,ある程度永続性のある原料の利用開

 発を進める一方,新らしい物だけにこだわ

 らず,かって地域で生産されてし叱製品や

 地域家庭で作られている伝統的な製品を新

 しい感覚で見直すなど手近かな処から商品

 化を図る。

 3)流通:スーパー等への納入は年間供給可

 能な物に限られる。従って当初から大口供

 給を考えず,地元商店等の商科として地道

 な流通拡大を進めたい。

 4)品質統一と,衛生管理:漁村加工品の特

 徴は新鮮さにあり,そのための鮮度管理を

 怠ってはならなしもまた個々の打算に促わ

 れ易い庭先加工では衛生管理,品質統一が
 無視されがちで,食品衛生法の認識を初め

 徹底した相互研修が望まれる。

 以上漁村加工を進める上で必要な一部の問

 題点について述べたが,飽食時代,グルメ嗜

 好と激しい食品嗜好の反面,健康食品,ふる

 星食品志向への回帰がみられる昨今,素朴な

 自然食品供給による漁村活性化を期待する。

(化学部藤田)
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 昭和60年の赤潮発生状況から

 昭和60年,本県で発生した赤潮は下表に示

 すとおり6種類の赤潮生物によって6件の発

 生があり,このうち漁業被害をともなった赤

 潮が2件発生しています。

 海域別にみると7月,南薩海区のコックロ

 ディニウム赤潮を除くと,他はすべて鹿児島
 海区で発生しています。月別発生件数では3,

 6,9,10月が各1件,7月2件となってい

 ます。

 このうち,シャトネラ(ホルネリア)赤潮

 は6月4日に鹿児島湾奥部で発生し,6月14

 日には垂水市海潟地先まで赤潮の範囲が広が

 っています。6月17日になると細胞数は減少

 して少康状態とたりますが,18日から1OO㎜

 をこす降雨によってシャトネラは急増して,

 鹿児島の各調査定点の平均値がlO,OOOケ/〃

 1定点の最高値は89,000ケ/〃になりましね

 その後,水温の上昇にともなって細胞数は減

 少傾向を示し6月29日にようやく終息しまし

 た。漁業被害はモジャコ,2年魚のブリ,カ

 ソバチ約50万尾がべい死して被害総額7億5

 千万円になっています。

 このように今回大きな漁業被害を出した原

 因としては,(1)赤潮の規模が大きく25日間と

 長期にわたって発生したこと,12)赤潮発生初

 期は水深1～5m層に赤潮を形成していたの

 で発見がおくれたこと,(3)赤潮発生期間中に

 投餌をおこなったこと等があげられます。

 一方,南薩海域の片浦湾では6月中旬頃か

 らコックロディニウムの一種が確認されてい
 ましたが,7月になると赤潮を形成し養殖魚

 のプリ・カソバチ・ヒラマサ等34,000尾がべ

 い死して7,600万円もの漁業被害が出ていま

 す。

 また,垂水市海潟地先では9月10日からギ

 ムノディニウム84年K型種による赤潮が発生

 し,東桜島漁協,垂水市漁協所属の養殖筏約

 500台が鹿屋港近くまで緊急避難し,この間

 餌止めがおこなわれて対応が適切であったこ

 とから1尾のへい死もなく,赤潮も16日間で

 終息しました。

 なお,最後になりましたが,60年の赤潮の

 特色をあげると,(1〕赤潮発生期間がすべて10

 日以上となって長期化していること,12〕漁業

 被害をともなったシャトネラやコックロディ

 ニウムは赤潮発生初期に中層赤潮を形成して

 いること,13)7月に発生したプロトゴニョラ

 ックは本県で初めて赤潮どたり,これで本県

 の赤潮生物は合計25種類となりました。

 昭和60年の赤潮種類別・月別発生件数

               月123456789101112計漁業被害
               種類等の有無
               ギムノヂニウム・ネルソニ11餌付低下
               シャトネラ・マリーナ11あり

               コックロデイニウムの一種11あり
               プロトゴニオラックスの一種11なし

               ギムノヂニウム84年K型種11筏避難
               プロロセソドラム・ジグモイデス11なし

               計6種類OO1OO12O11OO6

(生物部荒牧)
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 黒潮北縁情報と漁業…〔1〕
 (モジヤコ採捕漁業)

 黒潮北縁域に関する情報は,本試の「漁海

 況週報」に毎週記載しています。これは,北

 縁域の動向が鹿児島県沿岸域の海況(水温・

 流れ)に変化をもたらし,各種漁業にも影響

 を及ぼしていると考えられるためです。黒潮

 北縁の情報は,鹿児島～沖縄間の定期客船に

 より,その航路にあたる海域しか把握できま

 せんが,この情報だけでも本県近海の海況を

 理解する最も重要な要因の1つとなっていま

 す。このため,各種漁業と北縁域の動向とど

 のような関係があるのか整理してみようと思

 います。今回は海況との関連が大きいモジャ

 コ採捕漁業について整理しました。

 1.モジャコ漁況と北縁域の変化

 過去3年間(58～60年)のモジャコ漁は,

 58年は4月25日に解禁となり,当初は不

 振でしたが,5月中旬になり西部海域を中心

 に好漁した。59年は5月1日解禁で,全期

 間ともやや不漁に経過した。60年は4月25

 日の解禁当初から東部海域を中心に好漁で,

 1週間程で終了した船もみられた。以上のよ

 うに年によって漁況は変化します。これは,
 プリ親魚の産卵状況と産卵から1月間のモジ

 ャコになり本県海域に移送されるまでの海況

 に関係するため,この間の黒潮の変動も重要

 な漁況予測の手がかりになると思われますが,

 ここでは省略し,モシャコ漁期申の黒潮北縁
 域の変動と漁況をみます。

 表1.は漁期申の北縁位置とそのときの1

 日1隻平均漁獲量を標本船9隻の操業日誌よ

 り示しました。北縁域は,58年は屋久島付近

 の小幅な変動,59年はやや離岸の傾向,60年

 は約半月の問に佐多岬付近から申の島付近へ

 と大幅な変動をしました。また,一日一隻平

 表1.一票縁位置毎の1日1隻平均漁獲量

        年北録(蟹岸〕佑多岬よりの距離rイル`8帰〕
        位□

        {漁期)、川、29～'5、60～7677以上

        58日釧%〕0142ミ15490

        {即日)1豊平均㈹〕1π5一6.14.1

        59日伽%)01619挑2転I8

        (馴日)1長平均(畑〕4.4495j4.662

        60目敏〔%〕61722306Il

        〔lo日)1長平均(畑〕帥冊8.6,8.82“19.6

 図1黒潮北緑位置とモジャコ漁場

好漁区  やや好漁区 有漁区
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 均漁獲量は,58年,59年は5切,60年

 は好漁でlO個以上で60年は例年にない好

 漁の様子が示されています。北縁位置の離接

 岸との関係は,いずれの年も北縁の接岸時に

 は不漁になる傾向がうかがわれます。

 2.モジャコ漁場と北縁域

 図1は,3年間の標本船9隻による海区

 (緯経度10分四方)毎の漁獲量と黒潮北縁

 位置を整理したものです。

 1)北縁の接岸時(北縁が佐多岬～屋久島北

 8マイル付近の間)……甑島近海から南薩海

 域にかけて漁場は少なく,あまりよい漁場も

 形成されない。しかし大隅東部では極く沿岸

 域に好漁場が出現している。これは黒潮の北

 縁域が接岸しすぎたため,甑島南部から南薩

 海域にかけては,流れ藻が集積される沿岸水

 との潮境が形成されないためと考えられる。

 大隅東部では,沿岸水との潮境が沿岸域に形

 成され好漁場となる。
 2)北縁の平均的位置時(北縁が屋久島の北

 8マイル～南23マイル)……北縁域が通常

 位置し,漁期の過半数が含まれる。漁場は甑

 島周辺から南薩,屋久島周辺,大隅東部とほ

 ぼ全域が漁場となる。好漁場となったのは,

甑島西部沖合,甑島南部,種子島東部,大隅

 東部であった。

 3)北縁の離岸時(北縁が屋久島の南23マ

 イル以南)……甑島周辺から南薩海域は沿岸

 水でおおわれるが好漁場は減少し,黒潮流域

 に近い草垣島近海,口永良部島近海,種子島

 南東40マイル付近の沖合域に好漁場が出現

 している。また,大隅東部域の好漁場もやや

 沖合化している。

 以上のように,北縁域とモジャコ漁場には

 密接な関連があり,黒潮北縁域にそった型で

 好漁場が出現する。

 3.北縁位置の変動と漁獲量

 北縁の変動と,漁獲量との関連を漁期中,

 平均的た漁獲を示した59年の上記標本船で

 沿岸域漁場,沖合域漁場とに区分して比較し

 た。沿岸域漁場は黒潮変動と合致した変化を

 し,黒潮が離岸時には不漁,接岸時には好漁

 となる。沖合漁場はその逆で黒潮離岸時に好

 漁,接岸時に不漁となる。また,沿岸漁場は

 1日1隻平均10切程が最高であるが沖合で

 は数10切～1OO比9程の好漁がみられる。

 以上のことから,北縁域の位置はモジャコ

 漁場の形成と密接な関係があり,北縁域の位

 置が削れば,漁場の選定に役立ちそうてす。

 北縁域は20日前後の周期で離接岸を繰り返

 していますので,週報の北縁位置の情報から

 現在離岸傾向が,接岸傾向かを判断すること

 により漁場の探索をより適確なものとできそ

 うです。

 図259年北縁壇変動とモジャコ漁況

(漁業部野島)
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 ウニの種苗づくり

 ウニは,すしダネやビゾ詰めとして好まれ

 ていますが,本県ではアカウニ,ムラサキウ

 ニ,シラヒゲウ二等か棲息し漁獲の対象とな

 っています。本県の生ウニの生産量について

 は,地先ごとの十分な資料がないため総生産

 量を知ることができませんが,加工ウニはこ

 こ5～6年約40トンで横ばいの数値を示し

 ています。

 ウニの人工種苗は,現在10数県で放流を

 表1九州各県のウニ種苗生産状況

     県名種類サイズ生産個数     (〃π)(千円)備考
     福岡アカウニ1O春70放流,養殖用

     秋220〃
     佐賀〃3～5300〃

     7～12326

     バフンウニ3～5lOO〃

     7～j2315

     長崎アカウニ5～lO578放流
     1L511

     1Z731.5
     大分〃530〃

     宮崎ムラサキウニZ7皿8試験生産

 主目的に生産が行なわれていますが,九州で

 は表1のようにアカウニ,パフソウこ等が対

 象となっています。当センターでは昭和55

 年からアカウニの種苗生産表2種苗生産
実績 を行い毎年20～30万個

率1便
 まず,種苗生産に使う親は10月下旬阿久根

 から,例年150個ほど購入し,センターの

 水槽でポリ篭に入れアオサを餌として飼育し,

 水温余20～21℃になる11月上旬～中旬に
 生殖巣が徐々に成熟して採卵できる状態にな

 るのを待ちます。

 自然界では,放卵・放精は満月の夜行われ

 ると云われていますが,センターでは人間の

 都合に合せてもらうこととし適切な刺激を与

 え昼間に放卵・放精させています。それは

 「口器切除」と云って,ウニの口(体の下部

 にある)のまわりをハサミて切り落します。

 そして海水を満した12ビーカーに生殖孔

 (体の上部にある)が混るよう仰向けにして

 載せます。ウニは外観上雌雄の判別がつきま

 せんが,このようにすると生殖孔からビーカ

 ーの海水申へ糸のように落下し底に沈澱する

 ものと,海水中に拡散し煙のように見えるも

 のとあり,前者が卵て後者が精子と区別でき

 ます。ウニは十分に成熟したものでは1個体

 から200～500万粒の卵が得られますが,採

 取した卵に精子を混ぜ弱くかきまぜてやると

 受精し,受精卵は沈みますので上澄みの余分

 の精子は洗い流してしまいます。このように

 して約1.OOO万粒の受精卵を得てO.5トン水

 槽に収容しておくと翌日には約9割がふ化し

 幼生が泳ぎまわっています。この浮遊幼生を

 1トン水槽に1面あたりlOO万尾程度収容し,

 弱い通気として止水で飼育します。その翌日

 から飼育水を毎日1/4～3/4ほど換水し,

 その後餌として別に培養した浮遊珪藻を成長

 に応じ適量与えます。

 浮遊幼生は親からは全く想像もできない姿

 をしていて,しかも日がたつにつれ徐々に格

 好を変えてゆきます。ウニの受精卵からの発

 生を図示しましたが,浮遊幼生の最後の段階

 がプルテウス幼生8腕期と云って8本の足を

 持っています。やがて管足が生え8本の足は

6・
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 体内に回収され,丸みを帯

 びてきて徐々に遊泳力を失

 い,棘が生え遂に親と同じ

 格好をした稚ウニヘと変態

 し,顕微鏡下のスペクタク

 ルドラマは終了します。変

 態直後の稚ウニは0.2～

 O.3㎜の大きさですが,ふ

 化幼生からの歩留りは8割前後でかなり安定

 していると云えます。

 稚ウニになると親と同じように定着生活を

 するようになり,餌もかじれるものを食べる

 ようになりますので,附着珪藻のたくさんつ

 いた塩ビの波板(45伽X33㎝)につけて

 やります。塩ビの波板は10枚を1組とし,

4ト=/タンク(4m×1.4mXO.7m)に40

 組前後を並べ流水飼育(2～30回転/日)と

 します。稚ウニは好物の附着珪藻を食べ日に

 日に大きくなり,2棚位になると附着珪藻も

 食べつくしてきますし,又大型の海藻類もか

じれるようになってきますので,アオサやワ

 カメを与えるようにします。このようにして

 稚ウニヘ変態後5ケ月位するとlO電腕位にな

 り出荷できるようになります。

 着生期は5ケ月と長いこともあり蜷死する

 数も多く,波板1枚当り1,OOO個ついていた

 ものが出荷時は50～70個位に減ってきま

 す。特に付着期の初期・つまり付着珪藻を餌

 としている時期の蜷死が多く,付着珪藻は人

 間の赤ちやんの離乳食にあたり,ミルクから

 大人の食事への転換期の食物であり稚ウニに

 とっても重要な餌料と云えます。従ってウニ

 の種苗生産はいかに良質の付着珪藻をつける

 かが課題となっています。

 今年は冬場の水温の低かったこともあり,

 現在(5月末)6.6㎜と例年に比べ成長が遅

 れていますが・6月になれば更に成長も早く

 なり旅立ちできる体格になるFとと思います。
 そして,ある日トラックに積まれた水槽の

 申で必死にタマネギ袋にしがみつきながら,

 水が変っても,おなかを壊さないよう,祈る

 育ての親をあとに仲間のいる青い海へ旅立っ

 てゆくことと思います。

 古里の海は海藻も多くグソグソ大きくなる

 ことでしょうが,外敵や心ない人も多く親ウ

 ニになるまでの漁業者の適切な管理が望まれ

 ます。(栽培センター松元)

受精卵

(0-09m)

桑夏期 胞胚期
 ピラミッド幼生

 プルテウム幼生

 プルテウム幼生
八腕期

 プルチウム幼生
1期

 ウニの成長例

(60年度焔2水橋)
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昭和61年度各部事業計画

漁業部

 1マグロ,カジキ類漁場調査・・…北太平洋

 のビンナガ漁場の先行調査及び南西諸島～

 奄美群島の東方海域における漁場調色

 2.沿岸,近海漁業資源調査……モジャコ,

 アジ,サパ,ヨコワ,底魚等の漁場形成機

 構調査及び資源分布調査。。

 3.栽培漁業調査・…・・鹿児島湾一・タイ100万

 尾放流と効果調査及び西薩域でのヒラメ放流工、

 4.人不衛星利用開発研究……衛星f青報によ

 る海況の予測システムを確立し,漁場形成

 に関する総合的な情報を漁船に伝達する。

 5.その他……漁海況週報の発行,織。

化学部

 特産品利用加工開発研究……・・地場資源を活

 用した新製品の開発と加工業者と共同研究

 カツオ新製品開発研究……・・酵素等バイオ技

 術を応用した新製品並びに煮汁の活用。

 漁場環境保全対策研究…・…・・養殖場及び河川

 等で発生する魚類の大量へし死事故調査等

 農薬登録保留基準設定調査・・・・・・…水生生物に

 対する農薬の毒性試験

 ウシエビ養殖調査…・・…奄美群島の特産品と

 してウシエビ養殖に関する各種試験

 水産物食用利用促進事業………漁村活性化対

 策として各種新調理食品の開発。

生物部

 1.赤潮関係・一赤潮調査事業(鹿児島湾,

八代海)赤潮情報伝達事業,赤潮対策技術

開発試験(鹿児島湾奥漁場保全技術開発)

 2.浅海資源増殖研究…・・喜入地先バカガイ,

 串木野島平地先2枚貝,水成川藻場その他

見'藻類関係調査指導

 3.魚類養殖関係……急病総合指導,合併症

 研究,外海養殖共同開発試験(佐多・里漁協)

 4.貝毒関係……モニタリング調査(申甑・古江)

 5.原電温排水影響調査……川内原電の温排

 水影響を実施する。

 栽培漁業センター

 1.種苗の生産供給事業

 養殖用種苗:マダイ50万尾,イシダイ1(〕

 万尾,ヒラメ12万尾,トラフグ30万尾,ヒ

 オウギ20万個放流用種苗:マダイ150万

 尾,ヒラメlO万尾,クルマエビ1,OOO万尾,

 アワビ小型314万個,大型154万個,トコ

 ブシ'』・型20万個,大型20万個,アカウニ25

 万個,を生産供給する。

 2.新規作物の種苗生産技術の開発研究親魚

 の安定確保と大量採卵技術開発(シマアジ

 ・ウシエビ)種苗量産技術と健苗育成(ガ

 ザミ・イシガキダイ)産卵生態の調査研究

(ホラガイ・ツキビガイ)

指宿内水面分場

 1.種苗生産供給事業:コイ・テラピア等の

 種苗を生産僻合し内水面漁業の振興を図る。

 2.新魚種特産化促進事業:ジャイアントグ

 ラミー,マロン,ペヘレイ等外来新魚の特

 産化を促進する。

 3.急病対策研究:淡水性魚病の診断,治療

 対策指導や,テラピアの細菌性疾病の急病

 対策を確立する。

 4.淡水魚のハイテク開発研究:染色体操作

 によるテラピアの全雄生産,アユの3倍体

 作出研究を行う。

 5池田湖資源培養実証試験:池田湖における

 水産資源の動態調査と標識放流を実施する。
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